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は じ め に

3',4'-Dideoxykanamycin B (DKB)は,最 近 梅沢博

士 が,Kanamycinの 新 らしい形 の1つ として合成に成

功 され た ア ミノ配糖体抗生物質 で,と くに緑膿菌,多 剤

耐 性大腸菌,多 剤耐性 ブ菌 に対 し強 力な抗菌力を示す の

が 最大の特長 とさ れ て い る。今回,私 どもは明製治菓

K.K.か ら本剤の提供 を受け,種 々の尿 路感染症 に対 し

使 用する機会を得た ので,そ の治療成 績に つ い て 述べ

る。

I.　抗 菌 力 試 験

新潟 県立 がんセ ンター病院細菌検査科に おいて,最 近

の尿路感染症患者尿から分離し,保 存してあつた数種の

グラム陰性桿菌 (Pseudomonas 16 a, Escherichia coli

11株, Klebsiella 12Š”, Proteus mirabilis 6Š”,Citro-

bacter 2株, Morganella  2株 お よび Acinetobacter 1

株)計50株 について,DKB,KMお よびGMに 対す る

抗菌力 の測定 を行 なつた。方 法は 日本化学療法学会標準

法に よつた。結果 は,Tabie1に 示 した よ うに,DKB

に対す る耐 性 株 はstrain49の  Morganella の1株 に

み られただけで あつた。Pseudomonas に 対 し て,DKB

はGMと ともに高い感受性を示 し,と くにKanamycin

と交叉耐性のみ られない ことが注 目された。

Table 1 Antibacterial activity of DKB (MICƒÊg/ml)



VOL. 22 NO. 5 CHEMOTHERAPY 921

II.臨 床 成 績

対 象症例:昭 和47年6月 か ら48年2月 末 までの

期 間に,当 病院泌尿器科 を訪れた外来患 者お よび入院患

者27例(男21例,女6例,年 令17～97才)を 対 象

とした。疾患 としては,急 性尿路感染症(単 純性 および

合併性)の14例,慢 性尿路感染症(術 後性お よび合 併

Table 2 Clinical results in acute urinary tract infection (14 cases)

Notes: Figures in the column of sensitivity indicate an MIC (ƒÊg/ml) of DKB. 

Mark * in the column of dosage indicates that DKB was used as an injection preparation.
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性)の13例 であ る。

投 与方法,投 与量お よび使用製剤:原 則 として,1日

量を100mgと し,朝 ・夜2回 に分割筋 肉 内 注 射 を行

なつた。ただ し,急 性症 の2例,慢 性症 の1例 に1日 量

50mg投 与(途 中か ら100mgに 増量)し た 症例 もあ

る。 投与期間は,症 例に よつ て異 な り,最 短5日 ない し

最 長23日 間使用 した。な お,使 用製剤 として,注 射用

粉末製剤(1 vial中,DKB50mg力 価含有硫酸塩 末)

を,使 用直前に生理食塩水2.0mlで 溶解 して用 いた も

のが21例,注 射液剤(1Ampule中50mg力 価 含有

注射液)を 使 用 した ものが6例 であ る。 また,高 度な脱

水所 見がみ られた際には,輸 液 を併用 したが,各 種の消

炎剤 の併用 は行なつていない。

臨 床効果 の判定基準:著 効…尿 中細菌,膿 尿 お よび臨

床症 状が全 く消失 した もの,有 効 …上記 の3所 見の改善

あるいはそれ らの1所 見が著 明に改善 した もの,無 効…

上記3所 見 とも何等の改善 を認め ない もの,と した。以

上 の判定基準に従がつ て27症 例 の治療成績 を検討 した。

(1)　 急 性尿路感染症(14例)

急 性症14例 の疾患 内容は,大 部分が腎盂腎炎 または

腎盂 ・膀胱 炎であ る。諸検査 の結果 で単純 性が8例,合

併性が6例 であつた。後者 の基礎疾患 として,上 部尿路

結 石が4例,嚢 胞腎が2例 であつ た。 中等 度の腎機能障

害 のみ られた嚢胞 腎の2例 を除 い て,12例 の腎機 能は

正常 かあるいは結石の介在 した患側に軽度 の尿 流停滞 が

ある程 度の ものであつた。14例 中,12例 に1日 量100

mgを6～11日 間使用,2例 に50mgを5お よび6日

間使用 した。 なお,4例 に,注 射液剤 を使用 した。

この症 例群 におけ る治療成績は,一 括 してにTable2

に示 した。 これを,疾 患別に整理 して臨床 効果 をみた も

のが,Table3で あ る。急性症14例 中,著 効11例,有

効3例,無 効0の 成績で,全 例 に著 明な効果 を認めた。

さらに,分 離菌種別に よる臨床効果 を,Tabie4に 示 し

た が,と くに Pseudomonas に よる3例 では,2例 が著

効,1例 が有効 と 判 定 さ れ,結 石排 出後 の腎盂腎炎例

(症例1)で は,1日 量50mg,5日 間で菌 の消失 を認

め,終 了後14日 目の検査 で も,菌 陰 性であつた ことが,

注 目された。 また,本 剤投与 の終 了時点 では,全 例 に菌

の消失をみた ことも,本 剤が グラム陰性桿菌 に対 し,強

い抗菌力を示す ことを うかがわせ た。

いつぼ う,臨 床症状 につ いて みる と,腎 盂腎炎,腎

盂 ・膀胱炎の症例では,本 剤使用 の第4～5病 日までに

は完全解熱をみ とめ,こ れ に伴つ て諸症状 の著 明な改善

がみ られた。腎盂 ・膀胱炎 に副睾 丸炎 が合併 した2例 で

は,尿 路症状 の消失 とと もに,副 睾丸の著 明な縮少 を も

認めた。

ここに,嚢 胞腎 に併発 した急 性腎盂 腎炎 例(症 例10)

に対 し,本 剤1日 量100mgを11日 間使用 し,著 効 を

みた症例の臨床経過 と検査所見 を,Fig.1に 示 した。

Table 3 Clinical results classified by disease: acute 

urinary tract infection

Fig. 1 Course of treatment of acute pyelonephritis 
complicated with polycystic kidney (Case 10)

Table 4 Clinical results classified by organism iso-

lated from urine: acute urinary tract infec-

tion
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なお,使 用 製 剤 と して,14例 中,4例 に注射液 剤を

使用 したが,臨 床経過お よび菌 の消失状態か らみて,注

射用粉末製剤 を用 いた症例 と特別 の相違は認 め られ なか

つた。

(2)　 慢性尿路感染症(13例)

慢性尿路感染症13例 の疾患 内容は,腎 盂腎炎9例,

膀胱炎4例 である。慢 性腎盂 腎炎の9例 は,本 剤投与時,

何 らかの形で カテーテル留置中の症 例 が5例,比 較 的

長 期間留置中であつた カテーテルを抜 去 した後 も引続 き

感染の存在す る症例が3例,お よび無症候 性慢性腎盂腎

Table 5 Clinical results in chronic urinary tract infection (13 cases)
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Note: Figures in the column of sensitivity indicate an MIC (ƒÊg/ml) of DKB. 

* DKB used as injection . 

Mark * in the column of dosage indicates that DKB was used as an injection preparation.

Table 6 Clinical results classified by disease : chronic urinary tract infection

Table 7 Clinical results classified by organism isolated from urine : chronic urinary tract infection 

(postperative or complicated)
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炎 の1例 に大別 され る。他方,膀 胱炎 の4例 は,腫 瘍 に

合併 した膀胱炎 および術後 カテーテル抜 去後 も残存す る

慢性膀胱炎の各2例 であ る。 以上の症例内容か ら明らか

な よ うに,13例 中,10例 は,尿 路手術あ るいは処置後

の ものであつて,す でに何 らかの化学療法を行なつた症

例で もあ る。腎機能は,腎 瘻 を設置 中の1例(症 例19)

を除 き,IP像 お よびBUN値 でみる限 り,高 度 な障害

例は なかつた。

これ らの症 例に対 し,本 剤は全例に1日 量100mg(1

例 は当初50mg,5日 間,そ の 後 は100mgに 増量)

を,最 短6日 ～最長23日 にわたつて使用 した。 なお,

2例 に注射液剤 を使用 した。

この症例群 における 治 療 成 績 は,一 括 してTable5

に示 した。 これを疾患別 に整理 して臨床効果をみた もの

が,Tabie6で あ る。す なわち,慢 性症13例 では,著

効4例,有 効6例,無 効2例 お よび 判定不能1例 であつ

た。すなわち,有 効率76.9%で あつた。しか し,カ テー

テル留置中の腎盂腎炎例では著効例はえ られなかつた。

また,分 離 した菌種別に よる臨床効果は,Table7に 示

した よ うに,菌 種は多種にお よんでい るが,そ の うち と

くにPseudomonasの 単独 また は混合感染症例6例(4例

はKM耐 牲症例)に ついてみ る と,著 効2例,有 効2

例,無 効お よび判定不能が各1例 の成績 であつた。無効

の1例 は,PseudomonasとSerratiaの 混合感染例で,

腎機 能障害のある腎瘻設 置中の症 例であつた。

本剤投与に よる細菌 の反応 についてみ る と,Table8

に示 した ように,13例 中,菌 の消失 した も のは7例,

菌 の交代 もしくは減 少 した ものが6例 で あつた。

以上,こ れ らの症 例でみ るよ うに,い わ ゆる慢 性続発

性 尿路 感染症 では,基 礎疾患の内容,腎 機能,さ らに術

後の ものでは術式,カ テーテル の有無 とその期 間,術 後

の瘢痕 形成や全身状態 な どの宿主側 の複雑 な要素に よつ

て,感 染の程度,質 に差が あつ て,単 純 な急感染症の症

例の よ うに,薬 剤 の効果判定 がさほ ど簡 単にはゆかず,

また有効率 もか な り低 くなる ものであ る。 今回の慢性症

例は,少 数例で はあつ たが,本 剤投与に よる76.9%と

い う有効率 は,か な り高い もの と考え られ る。

III.　 副 作 用

本 剤使 用に よる副作用について,注 意 して 観 察 し た

が,消 化器系症 状,発 疹をみた症例は な く,ま た耳 鳴,

注射部疼痛 を訴 えた症例 も経験 しなかつた。

本剤投与前お よび後に,BUNお よびGOT,GPT を

測 定 した症例は19例 であ る。そ の変動 はFig.2に 示

した。 す な わ ち,BUN値 が,投 与前20mg/dl以 上を

示 した症例が3例 あつたが,2例 は,他 の検査所見か ら

も腎機能障害が 明 らか な症 例であつた◎脱水所見 もあつ

て本剤投与 とともに1例 は輸 液投与,1例 は多飲をすす

め て,本 剤投与終 了時の同値は,正 常値 となつた。投与

後 に,異 常値 まで上昇 した症例はなかつた。 また, GOT,

GPT値 についてみ ると,投 与前にGOTの 高値 を示 し

た1例 は,投 与後は正常範囲 内で あつ た。 また,投 与後

にGOT,GPT値 と もに50単 位 以上 を示 した1例 は,

投与後は正常範囲内で あつ た。 また,投 与後 にGOT,

GPT値 ともに50単 位以上 を示 した1例 は その 後3週

目には正常値 にまで 回復 した。 なお本例は,手 術の際,

輸血施行例で,臨 床上肝炎 の疑 もあつた症例であ る。他

に,投 与後 にGOT,GPTの 異常値 まで上昇 した症例は

なかつた。
ま と め

急 性尿 路感染症14例,慢 姓尿路感染症13例,計27

例 に,DKBを 使用 し,そ の治療成績 を検討 し,次 の 結

果 をえた。

(1)急 性症例14例 では,著 効11例,有 効3例,

Table 8 Response of organisms in chronic urinary tract infection (after treatment)

Fig. 2 BUN, GOT and GPT before and after DKB 
treatment
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無 効0で,全 例に優れた効果を えた。 なお,急 性症 例で

本 製剤 として,注 射液製剤 を4例 に使用 し,注 射用粉末

製 剤を使用 した10例 と,臨 床 効果 を比較 したが,と く

に 両者の相違は認め られ なかつ た。

(2) 慢性症例13例(腎 盂 腎炎9例,膀 胱炎4例)

で は,著 効4例,有 効6例,無 効2例 お よ び判定不能

1例 で あ り,有 効率76。9%で あつた。なお,本 症例 に

おい て注射液剤 を使用 した2例 では有 効1例,無 効1例

で あつた。

(3) 全症例27例 中,緑 膿 菌感染症は9例 で あつ た

が,そ の臨床 効果 は,著 効4例,有 効3例,無 効お よび

判定不能が各1例 であつた。

(4) 副作用 と して,と くに問題 となる症 例は経験 し

なかつた。
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A new antibiotic, 3', 4'-dideoxykanamycin B (abbr. DKB) was applied to 14 cases of acute urinary 
tract infections and 13 cases of chronic urinary tract infections, totalling thus 27 cases. The results 
obtained were remarkably effective in 15 cases, effective in 9 cases, ineffective in 2 cases, and unde-
cided in 1 case. Nine cases out of the above patients were due to Pseudomonas aeruginosa, and yet 7 
cases of them resulted in remarkably effective or effective. No side effect was observedwith DKB 
throughout all the cases.


